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岐阜農林高等学校
同 窓 会 事 務 局
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同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
母
校
の
教
育
活

動
に
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支

援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

校
長
と
し
て
母
校
に
着
任
し
て

か
ら
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ

の
間
、
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
が

本
校
を
温
か
く
見
守
り
、
支
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
折
に
触

れ
て
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
創
立

1
2
6
年
目
を
迎
え
る
歴
史
と
伝

統
あ
る
学
校
の
舵
取
り
を
担
う
責

任
の
重
さ
を
、
あ
ら
た
め
て
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
校
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
ス

ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
も
と
、

農
林
業
を
リ
ー
ド
し
地
域
社
会
の

担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果

の
一
つ
と
し
て
、
生
徒
た
ち
は
高

い
志
を
も
っ
て
進
路
に
挑
戦
し
、

国
公
立
大
学
合
格
20
名
、
公
務
員

合
格
23
名
と
、
た
い
へ
ん
健
闘
し

て
く
れ
ま
し
た
。主
体
的
に
学
び
、

粘
り
強
く
努
力
す
る
姿
は
、
本
校

教
育
の
確
か
な
成
果
で
あ
る
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
本

校
の
使
命
は
進
学
者
の
育
成
の
み

に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
は

特
に
、
専
門
性
を
生
か
し
、
地
元

産
業
の
即
戦
力
と
し
て
地
域
を
支

え
る
就
職
者
の
輩
出
に
も
一
層
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
地
域
の
企
業
や
関
係
機
関

と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
現
場

で
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
た
専
門

的
職
業
人
の
育
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

こ
う
し
た
教
育
活
動
を
支
え
る

中
、昨
年
度
末
に
は
同
窓
会
よ
り
、

学
習
活
動
や
部
活
動
で
の
移
動
に

活
用
で
き
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
ご

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
校
外
実
習

や
地
域
連
携
活
動
、
部
活
動
遠
征

な
ど
に
幅
広
く
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
生
徒
の
学
び
と
挑
戦
の
場

を
大
き
く
広
げ
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
、
保
護
者
・
地
域
・
同

窓
会
の
皆
様
と
学
校
が
力
を
合
わ

せ
、
生
徒
一
人
一
人
の
可
能
性
を

最
大
限
に
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

本
校
教
育
活
動
へ
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

「
地
域
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
」

岐
阜
農
林
高
等
学
校

　
　
　
　

校
長�

水　

野　

泰　

孝
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17
年
間
の
思
い
出

�

廣
瀬
大
和
（
平
成
14
年
動
物
科
学

科
卒
）

私
が
卒

業
し
た
動

物
科
学
科

で
大
学
、

社
会
人
経

験
を
し
た
の
ち
に
、
常
勤
実
習
助

手
と
し
て
1
年
。
そ
の
後
採
用
試

ご
転
出
職
員
の
挨
拶

本
校
職
員
の
異
動

同窓会総会の案内

会　場 ホテルグランヴェール岐山　岐阜市柳ケ瀬6丁目14番地　電話：058-263-7111
◇多くの同窓生の参加をお待ちしています。

日　時 令和8年10月3日（土）	 15：00〜　受　付　　　15：30〜　同窓会総会
	 16：00〜　講演会　　　17：00〜　懇親会
テーマ 「循環型農業を目指して」　菖蒲谷牧場　代表　山川忠一郎　氏

平成16年　動物科学科卒

今
瀬　

辰
郎
（
英
語
）

岐
阜
工
業
高
等
学
校

岩
見　

将
和
（
農
業
）

郡
上
高
等
学
校

砂
田　

果
倫
（
農
業
）

飛
騨
高
山
高
等
学
校

古
川　
　

徹
（
書
道
）

大
垣
養
老
高
等
学
校

持
地　

信
雄
（
農
業
）

新
規
採
用

森
園
俊
太
朗
（
体
育
）

新
規
採
用

上
野　

和
博
（
農
業
）

加
茂
農
林
高
等
学
校

勝
村　

英
司

郡
上
高
等
学
校

森　
　

建
憲

岐
阜
城
北
高
等
学
校

験
に
合
格
し
16
年
間
実
習
助
手
・

実
習
教
諭
と
し
て
、
計
17
年
間
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
間
、
身
近
な
先
輩
同
窓
職
員
が

長
い
間
事
務
局
長
で
あ
っ
た
こ
と

や
、
会
計
、
同
窓
会
報
会
計
・
発

送
、
な
ど
の
業
務
を
長
く
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
中
で
、
他
の
職

員
に
比
べ
同
窓
会
の
仕
組
み
や
動

き
、
金
銭
的
な
流
れ
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

個
人
的
に
は
、
母
校
で
あ
る
岐
阜

農
林
高
校
の
発
展
や
、
在
校
生
、

同
窓
生
の
活
躍
が
世
間
に
知
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
が
同
窓
生
と
し
て

誇
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
活
躍
の
た

め
の
活
動
を
支
援
し
広
め
て
い
く

こ
と
が
、
同
窓
会
や
同
窓
職
員
の

役
割
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

私
は
こ
の
17
年
間
に
、
担
当
生

徒
の
成
長
が
第
一
の
目
的
で
は
あ

り
ま
す
が
、
担
当
生
徒
の
活
躍
を

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
そ
の
他
報
道
機

関
に
て
延
べ
2
0
0
以
上
紹
介
さ

れ
る
機
会
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
現
職
大
臣
や
県
知

事
な
ど
多
く
の
方
に
直
接
活
動
を

知
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
も
併
せ
、

岐
阜
農
林
高
校
の
名
前
を
高
め
る

こ
と
に
貢
献
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
中
で
も
、
上
皇

陛
下
、
上
皇
妃
殿
下
に
、「
ま
く

わ
う
り
ア
イ
ス
」
を
召
し
上
が
っ

て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
最
高
の

誉
れ
で
あ
り
生
徒
だ
け
で
な
く
、

私
自
身
も
感
慨
深
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
17
年
と
い
う
間
（
特
に
コ

ロ
ナ
禍
で
）
に
、
社
会
的
情
勢
や

人
々
の
繋
が
り
方
、
情
報
機
器
の

発
達
な
ど
で
劇
的
に
変
化
し
ま
し

た
。
現
在
の
同
窓
会
と
い
う
形
も

良
き
こ
と
は
残
し
、
見
直
す
こ
と

は
発
展
の
為
に
見
直
す
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。
1
2
0
周
年

事
業
の
1
つ
で
あ
っ
た
各
学
科
に

対
す
る
研
究
支
援
や
、
昨
年
度
実

施
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
寄
贈

は
、
本
当
に
在
校
生
の
活
躍
を
後

押
し
す
る
非
常
に
あ
り
が
た
い
新

し
い
取
り
組
み
だ
っ
た
と
、
職
員

と
し
て
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
、

同
窓
会
の
後
押
し
で
在
校
生
の
さ

ら
な
る
活
躍
を
楽
し
み
に
、
私
自

身
も
今
の
地
で
そ
れ
に
負
け
な
い

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
回
の
寄
稿
に
あ
た
り
、
岐
阜

農
林
高
校
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発

展
を
願
い
、
お
礼
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
退
職
者
〉

三
輪　

孝
司

大
坪　

尚
子
（
数
学
）

出
村　

敏
行
（
英
語
）

太
田　

流
丘
（
保
健
体
育
）

〈
転
出
者
〉

洞
口
由
実
子
（
農
業
）

阿
木
高
等
学
校

廣
瀬　

大
和
（
農
業
）

加
茂
農
林
高
等
学
校

三
浦　

雄
一
（
農
業
）

大
垣
東
高
等
学
校

伊
藤　
　

修
（
理
科
）

長
良
高
等
学
校

河
尻　

亜
美
（
書
道
）

県
岐
阜
商
業
高
等
学
校

松
野　

聡
美

高
齢
福
祉
課

伊
藤　

由
衣

岐
阜
保
健
所

栁
瀬　

由
佳

西
濃
県
税
事
務
所

〈
転
入
者
〉

長
屋
宗
一
郎
（
数
学
）

岐
阜
北
高
等
学
校

仁
木
麻
祐
子
（
書
道
）

新
規
採
用
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活
躍
す
る
同
窓
生

小
木
曽
　
映
里
さ
ん

（
平
成
9
年　

生
物
工
学
科
卒
）

私
は
生
物
工
学
科
を
平
成
九
年

三
月
に
卒
業
し
、
現
在
は
東
京
農

工
大
学
大
学
院
で
准
教
授
を
し
て

い
ま
す
。昨
年
の
四
月
に
着
任
し
、

人
が
利
用
す
る
植
物
に
関
す
る
教

育
と
研
究
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

私
の
所
属
し
て
い
る
国
際
環
境
農

学
部
門
は
留
学
生
が
多
く
在
籍
し

て
い
て
、
今
年
は
三
名
の
留
学
生

令
和
八
年
三
月
二
十
七
日
に
、

谷
汲
山
参
道
に
あ
る
松
本
屋
に
て

岐
阜
農
林
高
校
同
窓
会
揖
斐
川
支

部
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
二
十
二
名
で
、

内
藤
同
窓
会
長
と
池
田
町
支
部
か

ら
三
名
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
総
会
で
は
事
業
報
告
・
会

計
報
告
が
さ
れ
事
業
計
画
・
予
算

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
今

回
の
総
会
で
最
大
の
焦
点
と
な
っ

た
支
部
規
約
の
改
正
で
は
、
揖
斐

川
町
に
在
住
す
る
卒
業
生
の
希
望

者
に
会
員
と
し
て
加
入
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
会
員
の
高
齢
化
、

起
き
を
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
同

じ
電
車
に
な
る
別
の
学
科
の
友
人

た
ち
と
話
す
時
間
も
楽
し
く
、
違

う
分
野
を
学
ぶ
友
達
の
話
を
聞
く

の
が
新
鮮
で
し
た
。
ま
た
、
高
校

に
入
っ
た
頃
か
ら
筑
波
大
学
に
進

学
し
た
い
と
考
え
て
準
備
を
し
て

い
ま
し
た
。
岐
阜
農
林
高
校
は
、

進
路
を
し
っ
か
り
考
え
て
努
力
す

れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
道
に
挑
戦
で

き
る
学
校
だ
と
思
い
ま
す
。

大
学
院
修
了
後
は
ド
イ
ツ
で
一

年
間
博
士
研
究
員
と
し
て
働
き
、

帰
国
後
は
農
林
水
産
分
野
の
研
究

機
関
で
勤
務
し
、
昨
年
か
ら
大
学

に
移
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

国
内
外
で
活
躍
す
る
農
業
分
野
の

技
術
者
や
研
究
者
を
育
て
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

在
校
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
今

の
学
び
や
出
会
い
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
自
分
の
進
み
た
い
道
に
向

か
っ
て
挑
戦
を
続
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

揖
斐
川
支
部
活
動
報
告

�

（
そ
の
41
）

昭
和
三
十
七
年
三
月
に
農
業
土

木
科
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
堀
部
敏

夫
さ
ん
か
ら
同
窓
会
の
便
り
が
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日
に
、
喫

茶
と
ら
い
あ
ん
ぐ
る（
瑞
穂
市
）に

て
、
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
八
名
。
本
校
の
野
球
部

員
で
外
野
手
で
あ
っ
た
髙
木
君
は

欠
席
で
野
球
で
あ
れ
ば
9
名
の
選

手
が
揃
わ
な
か
っ
た
の
で
残
念
で

し
た
が
、
参
加
者
の
お
孫
さ
ん
に

は
、
本
校
を
今
年
卒
業
し
た
卒
業

生
も
い
て
、
み
ん
な
が
い
い
お
じ

い
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
の
か
な
と
感

慨
深
く
感
じ
ま
し
た
。
来
年
も
こ

こ
で
の
再
会
を
約
束
し
て
ゲ
ー
ム

セ
ッ
ト
。
と
て
も
楽
し
い
時
間
で

し
た
。

昭和37年3月農業土木科卒業生同窓会

同
窓
会
だ
よ
り

加
入
者
不
足
に
よ
り
設
立
当
初
の

九
十
二
名
か
ら
六
十
四
名
に
減
少

し
、
こ
の
ま
ま
で
は
支
部
の
運
営

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
は
必
定
で

あ
り
、
今
回
規
約
を
改
正
し
て
揖

斐
川
支
部
を
揖
斐
郡
支
部
と
し
揖

斐
郡
内（
揖
斐
川
町
・
池
田
町
・

大
野
町
）に
在
住
す
る
卒
業
生
な

ら
誰
で
も
入
会
で
き
る
よ
う
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
郡
内
卒
業
生
の
多

く
の
方
に
ご
入
会
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
支
部
幹
事
長
林
孝
芳
ま

で
ご
一
報
下
さ
い
。

〇
五
八
五

－

五
七

－

二
一
五
二

（
記
事　

支
部
幹
事
長

�

林　

孝
芳　

林
41
）

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
一
名
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
留
学
生
受

入
事
業
で
来
日
し
た
学
生
で
す
。

近
隣
の
農
業
試
験
場
と
一
緒
に
研

究
を
進
め
る
機
会
も
あ
り
、
日
々

楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

私
が
岐
阜
農
林
高
校
を
進
学
先

に
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
、
高
校
見

学
で
し
た
。
当
時
、
生
物
工
学
科

に
将
来
電
子
顕
微
鏡
が
入
る
と
聞

き
、
母
と
一
緒
に
見
学
に
行
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
時
に
校
内
で
す

れ
違
う
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
、
気

持
ち
よ
く
挨
拶
を
し
て
く
れ
た
こ

と
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。「
ち
ゃ
ん
と
し
た
雰
囲
気
の

学
校
だ
な
」と
感
じ
た
こ
と
が
、

進
学
を
決
め
た
一
番
の
理
由
で
し

た
。
結
局
、
電
子
顕
微
鏡
は
私
の

在
学
中
に
は
入
り
ま
せ
ん
で
し
た

が（
笑
）、
ク
リ
ー
ン
ベ
ン
チ
や
実

験
室
を
比
較
的
自
由
に
使
わ
せ
て

も
ら
え
た
こ
と
は
、
と
て
も
楽
し

い
思
い
出
で
す
。

高
校
時
代
は
、
電
車
と
市
内
電

車
を
乗
り
継
い
で
片
道
一
時
間
半

か
け
て
通
学
し
て
い
ま
し
た
。
今

は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
大
正
時
代
の
市
電
が
ま
だ

走
っ
て
い
て
、
毎
朝
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ

う
詰
め
だ
っ
た
の
で
、
少
し
で
も

空
い
て
い
る
時
間
に
乗
ろ
う
と
早
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�

（
1
月
～
3
月
）

◎
相
撲
部

【
全
国
高
等
学
校
相
撲
選
抜
大
会
】

3
月
14
日
・
15
日

体
重
別
個
人
戦
100
㎏
級　

優
勝

2
Ｎ　

田
島　

千
照

◎
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

【
岐
阜
県
高
等
学
校
新
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会　

岐
阜
地
区
予
選
】

1
月
10
日

第
1
試
合

　

本
校
2

−

0
岐
阜
高
専

第
2
試
合

　

本
校
2

−

0
加
納

【
岐
阜
県
高
等
学
校
新
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
】2
月
1
日

第
1
試
合

　

本
校
2

−

0
多
治
見
北

第
2
試
合

　

本
校
0

−

2
岐
阜
聖
徳

◎
硬
式
野
球
部

【
春
季
東
海
地
区
大
会
高
等
学
校

岐
阜
県
大
会　

岐
阜
地
区
予
選
】

3
月
20
日
・
22
日

　

本
校　

1
−

2　

市
岐
商

敗
者
復
活
戦

　

本
校
3

−

6
岐
阜
高
専

◎
卓
球
部

【
岐
阜
市
高
校
卓
球
選
手
権
大
会
】

3
月
15
日

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

　

杉
山
紗
英　

川
口
千
結
ペ
ア

3
位

【
水
都
杯
争
奪
卓
球
大
会
】

3
月
20
日

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

杉
山
紗
英　

川
口
千
結
ペ
ア

ベ
ス
ト
8

◎
水
球
部（
男
子
）

【
Ｍ
Ｉ
Ｅ
バ
レ
ン
タ
イ
ン
カ
ッ
プ
】

2
月
7
日
、
8
日

第
一
試
合

　

本
校
3

−

10
名
古
屋
高
校
Ａ

第
二
試
合

　

本
校
7

−

8　

磐
田
西

第
三
試
合

　

本
校
4

−
1　

乙
訓　

第
13
位

◎
水
球
部（
女
子
）

【
Ｍ
Ｉ
Ｅ
バ
レ
ン
タ
イ
ン
カ
ッ
プ
】

2
月
7
日
、
8
日

（
静
岡
と
し
て
2
Ａ
近
藤　

葵
が

出
場
）

第
一
試
合

　

静
岡
6

−

11
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
三

重

第
二
試
合

　

静
岡
8

−

4
全
鳥
羽
高
校

第
一
試
合

　

静
岡
6

−

7
全
鳥
羽
高
校

第
3
位

全日本相撲個人体重別選手権大会　シニア男子　
　　　軽重量級優勝　田畑 奨治郎 氏　平成31年3月流通科学科　卒
� 世界相撲選手権大会、日本代表に内定祝

岐
阜
新
聞
　
令
和
8
年
3
月
17
日
付
　
朝
刊
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◎
植
物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部

【
高
校
生
花
い
け
バ
ト
ル　

あ
い

ち
大
会
2
0
2
6
】2
月
7
日

準
優
勝

チ
ー
ム
名「
い
ち
ご
み
る
く
」

2
Ｈ
山
田
夏
音　

1
Ｄ
野
村
彩
七

【
各
務
原
市
展
】

1
月
24
日
〜
2
月
1
日

入
選　
　

2
Ｆ　

水
谷　

心
音

準
入
選　

2
Ｂ　

井
上　

心
葉

【
本
巣
市
美
術
展
】

2
月
22
日

佳
作　
　

2
Ｆ　

水
谷　

心
音

入
選　
　

2
Ｈ　

早
川　

未
桜　

入
選　
　

2
Ｆ　

加
藤
瀬
里
菜

入
選　
　

1
Ｎ　

玉
腰　

結
望

【
ふ
れ
あ
い
書
道
展
】

3
月
13
日
〜
22
日

特
選　
　

2
Ｈ　

早
川　

未
桜

特
選　
　

2
Ｆ　

加
藤
瀬
里
菜　

奨
励
賞　

2
Ｆ　

水
谷　

心
音

奨
励
賞　

2
Ｂ　

井
上　

心
葉

敢
闘
賞　

1
Ｈ　

本
田　

唯
葉

敢
闘
賞　

1
Ｎ　

玉
腰　

結
望

令和7年度卒業生　学科別進路状況（令和8年 3月31日現在）

進路先＼学科
流通
科学

園芸
科学

動物
科学

森林
科学

環境
科学

食品
科学

生物
工学 合計

総計
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

自　

営

農業
直接 0
（進学後） 1 1 5 1 1 6 3 9

その他 0
計（進学後は除く） 0

就　
　
　
　

職

生産技術 0
製造・加工 2 2 2 2 1 1 4 2 2 1 3 12 10 22
事務 1 1 1 3 3
販売・営業 0
サービス・飲食 1 1 1 1 3 1 4
保安 0
農林業 0
輸送・運輸 0
建設・測量 5 5 5
医療・看護・福祉 1 1 1
公務・公団・農協 1 1 1 1 6 1 1 2 10 4 14
就職準備 1 1 1

計 3 4 3 4 2 1 5 3 13 3 3 3 3 32 18 50

進　
　
　

学

国公立四大 1 1 1 1 3 1 2 4 6 10 10 20
私立四大 13 4 3 15 3 10 11 3 11 4 12 16 7 61 51 112
国公立短大 1 1 1 1 3 7 7
私立短大 3 1 5 1 8 9
農業関係学校 1 2 1 1 5 1 1 7 5 12
職業訓練校 1 2 3 3
専修・専門学校 3 8 4 4 16 7 3 2 8 1 2 18 40 58
その他・留学・研修 0
進学準備 1 1 1

計 16 12 5 26 8 30 25 6 19 4 6 28 21 16 100 122 222

卒　業　生　
19 16 8 30 10 31 30 9 32 7 9 31 24 16 132 140
35 38 41 39 39 40 40 272

注）進学の「農業関係学校」11名：岐阜県農業大学校5名、岐阜県立森林文化アカデミー3名、岐阜県立国際たくみアカデミー2名、愛知
県立農業大学校1名

令
和
八
年
三
月
一
日
に
卒
業
式

が
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
壇
上
に
は
植

物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
卒
業
生
の
卒

業
作
品
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業

式
は
3
年
生
の
み
の
参
加
で
し
た

の
で
、
在
校
生
の
皆
さ
ん
に
も
是

非
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
紹
介
し

ま
す
。

テ
ー
マ　
『
桜
雲
春
光
』

満
開
に
咲
き
誇
る
赤
や
ピ
ン
ク

の
花
々
は
春
の
う
ら
ら
か
な
光
を

表
し
て
い
ま
す
。
竹
で
私
た
ち
の

成
長
と
未
来
へ
真
っ
直
ぐ
に
進
ん

で
い
く
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し

た
。
こ
の
花
々
の
よ
う
に
、
私
た

ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
歩
む
道
が
暖

か
な
光
に
包
ま
れ
ま
す
よ
う
に
。

卒
業
作
品
の
紹
介

卒
業
生
七
名
は
、
二
月
二
十
八

日
の
同
窓
会
入
会
式
の
後
に
制
作

し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
卒
業
生
の
紹
介
」で
も
詳

し
く
紹
介
し
て
い
る
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。�

（
文
責　

山
田　

伸
）

会

員

の

動

向

◆
訃
報

杉
本　

竹
雄

（
昭
和
45
年
3
月　

�

農
業
科
（
畜
産
コ
ー
ス
）
卒
）

令
和
8
年
4
月　

ご
逝
去
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総合建設コンサルタント

代表取締役
村橋　　塁

〒501－0106
岐阜市西河渡 2丁目57
電話〈058〉253－3111

支店、営業所
名古屋、恵那、高山、郡上、大垣、
中濃、各務原、羽島、下呂、飛騨、
瑞穂、関、多治見、浜松、福井、
三重、飯田、関東（以上18箇所）

本
　
　 

社
　
〒
５
０
１―

０
２
２
３

 

　
　
　
　
　
岐
阜
県
瑞
穂
市
穂
積
１
３
３
０
番
地

 

　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
５
８
）３
２
７―

３
２
０
０
㈹

 

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５
８
）３
２
７―

５
７
０
０

岐
阜
営
業
所
　
〒
５
０
０―

８
０
８
２

　
　
　
　
　
　
岐
阜
市
矢
島
町
１
丁
目
42
番
地

　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
５
８
）２
６
６―

１
３
８
６

山
県
営
業
所
　
〒
５
０
１―

２
１
１
２

　
　
　
　
　
　
山
県
市
大
字
西
深
瀬
字
蔵
前
１
３
３
５
番
地
の
１

　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
５
８
１
）２
２―

２
４
２
０

総
合
建
設
業

株
式
会
社 

松
野
組

代
表
取
締
役
社
長

松
野 

守
男 

編
集
余
記

今
年
度
の
同
窓
会
総
会
の
後
に

平
成
十
六
年
3
月
に
動
物
科
学
科

を
卒
業
さ
れ
た
山
川
忠
一
郎
さ
ん

の
講
演
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
校
在
学
中
に
は
日
本
学
校

農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
意
見
発
表
会
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
卒
業
後
は

東
京
農
業
大
学
で
農
業
を
学
び
、

そ
の
後
、
養
豚
・
茶
畑
・
水
田
を

営
む
家
業
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

岐
阜
県
揖
斐
川
町
に
生
ま
れ
、

幼
稚
園
の
卒
業
文
集
に「
ブ
タ
さ

ん
に
エ
サ
を
あ
げ
ま
す
」と
書
き
、

早
く
も
農
業
に
関
心
を
抱
い
て
み

え
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
第

三
十
一
回
毎
日
記
録
賞
入
賞
作
品

集
の『
キ
ラ
キ
ラ
農
業
』に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

講
演
会
の
テ
ー
マ
は「
循
環
型

農
業
を
目
指
し
て
」。
昔
な
が
ら

の
製
法
で
な
た
ね
油
の
生
産
に
取

り
組
み
、
な
た
ね
を
圧
搾
し
た
時

に
出
る
菜
種
の
か
す
が
豚
に
と
っ

て
非
常
に
飼
料
価
値
が
高
く
、
無

駄
な
く
再
利
用
し
て
い
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
お
話
頂
き
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
様
々
な
ア
イ
デ

ア
で
絶
え
ず
先
を
見
据
え
た
経
営

を
目
指
し
て
い
る
姿
が
、
今
後
の

本
校
へ
の
エ
ー
ル
と
し
て
勇
気
づ

け
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。是
非
、

十
月
三
日
の
同
窓
会
総
会
並
び
に

講
演
会
・
懇
親
会
に
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。�（
文
責　

山
田　

伸
）

上
段

華
井　

佑
太

広
井
千
紗
都

長
谷
川
葵
衣

丸
山　

紘
史

岩
見　

将
和

東　

宏
二
朗

見
屋
井
亮
太

森
田　

大
斗

砂
田　

果
倫

下
段

間
世
田
雄
人

辻　
　

浩
幸

青
木　

祐
太

井
ノ
浦
慎
司

上
野　

和
博

山
田　
　

伸

田
口　

健
太

今
年
度
の
校
内
幹
事
で
す
。

紹
　
介


